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さ
る
四
月
十
七
日
の
理
事
会
に
お
き
ま

し
て
、
図
ら
ず
も
京
図
連
協
の
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
え
は
微
力
な
が

ら
も
京
図
連
協
発
展
の
た
め
に
尽
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
指
導

・
御
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
す
で
に
御
案
内
の
通
り
、
昨
年

か
ら
今
年
に

か
け
て
、
図
書
館
界
に
と
り

ま
し
て
は
幾
つ
か
の
特
箪
す
べ
き
出
来
事

が
あ
り
ま
す
。

そ
の

―
つ
は
、
昨
年
十

二
月
に
『
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
法
』
が
施
行
さ
れ
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
が
「
国
や
自
治

体
の
責
務
」
と
し
て
、
ぎ
ち
ん
と
位
置
付

け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
、
そ
の

中
で
四
月
二
十
三
日
を
「
子
ど
も
読
書
の

日」

と
し
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

府
内
の
各
図
書
館
に
お
き
ま
し
て
も
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
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た
ち
の
活
字
離
れ
、
読
書
離
れ
が
進
む
今

日、

即
効
薬
的
な
効
果
を
期
待
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
願
わ
く
ば
、
こ
の

法
律
の
趣
旨
を
反
映
し
た
多
彩
な
取
り
組

み
が
、
子
ど
も
た
ち
を
読
書
の
世
界
に
誘

う
貴
重
な
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
た

い
も
の

で
す
。

二
つ
目
は
、
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
で

「
総
合
的
な
学
習
」
が
本
格
的
に
実
施
さ

れ
た

こ
と
で
す
。

自
ら
調
べ

、
自
ら
答
を
探
す
「
調
べ
学

習
」
が
主
眼
と
な

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
学
校
週
五
日
制
の
実
施
と
併

せ
、
四
月
以
降
は
子
ど
も
た
ち
の
図
書
館

利
用
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
今
ま
で
と
は
異
な

っ
た

課
題
に
直
面
し
、
自
ら
が
「
生
き
る
力
ゃ

知
恵
」
を
習
得
す
る
た
め
の

一
助
と
し
て

の
図
書
館
利
用
が
、
今
改
め

て
再
認
識
さ

れ
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も

こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
し
て
捉
え
、
図
書

館
の
果
た
す
役
割
と
重
要
さ
を
お
お
い
に

ア
ピ

ー
ル
し
、
こ
れ
か
ら
の
充

実
•

発
展

に
生
か
し
た
い
も
の
で
す
。

三
つ
目
は
、
昨
年
の
府
立
図
書
館
に
続

き
、
今
秋
に
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
が

開
館
す
る
こ
と
で
す
。

就

任

の

ご

あ

い

さ

つ
京
図
連
協
会
長
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と
り
わ
け
、
国
会
図
書
館
が
学
研
都
市

区
域
内
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
、
府
内
図

書
館
や
府
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
か
な
図

書
館
と
し
て
、
総
合
目
録
事
業
や
研
修
交

流
お
よ
び
館
内
利
用
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
利

便
性
が
さ
ら
に
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
図
書
館
を
取
り
巻
く

状
況
は
以
上
の
よ
う
な
”
追
い
風
IJ

ば
か

り
で
は
な
く
、

一
面
で
は
財
政
事
情
の
悪

化
に
起
因
し
た
資
料
費
の
削
減
や
、
今
後

ま
す
ま
す
進
展
す
る

I
T
化
の
推
進
な
ど

め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の
変
化
に
、
図
書
館

と
館
員
が
新
し
い
技
術
を
い
か
に
有
効
に

活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
質
と
量
の
充
実
を

図

っ
て
い
く
の
か
、
と
い
っ
た
新
し
い
課

題
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
府
内
の
各
公
共
図

書
館
は
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
様
々
な
課

題
を
抱
え
、
そ
の
あ
り
か
た
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
る
時
期
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
京
図
連
協
と
し
て
は
、
各
図
書
館
が
抱

え
る
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
府
立
図
書

館
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
各
位
の
適
切
な

御
指
導
と
御
支
援
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
と
読
書

施
設
が
、
地
域
社
会
の
情
報
拠
点
と
し

て

あ
る
い
は
ま
た
学
習
拠
点
と
し

て
親
し
ま

れ
、
お
お
い
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す。



(2) 

平
成
十
四
年
駿

◇

総

会

議

事

定

鋼

縮

会

闊

儘

平
成
十
四
年
五
月
十
五
日
（
水
）
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
、
京
都
府
立
図
書
館
に

お
い
て
、
平
成
十
四
年
度
京
図
連
協
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
第

一
回
理
事
会
で
平
成
十
四

[
＋
五
年
度
の
会
長
に
選
出
さ
れ
た
山
本

徳
善
宇
治
市
中
央
図
書
館
長
の
ご
あ
い

さ

っ
、
さ
ら
に
来
賓
の
西
薗
明
京
都
府
社
会

教
育
課
参
事
、
中
里
隆
憲
京
都
府
立
図
書

館
長
各
氏
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
平
成
十
四
年
）
I

十
五
年
度
の
理
事
の
紹
介
が
あ
り
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

総
会
の
後
に
は
、
図
書
館
に
永
年
勤
続

し
、
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
た
十
四
名
の

皆
さ
ん
の
表
彰
、
並
び
に
、
本
年
十
月
に

開
館
す
る
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
安
江

明
夫
館
長
の
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
）

総
会
は
、
小
山
豊
嗣
久
御
山
町
立
図
書

館
長
を
議
長
に
選
出
し
、
加
盟
館
六
十
五

館
中
、
出
席
三
十
二
館

・
委
任
状
三
十
一

館

・
欠
席
二
館
に
よ
り
、
総
会
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
議
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
事
務
局
か
ら
、
平
成
十
三
年
度

会
務
報
告
及
び
決
算
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

監
事
で
あ
る
駒
井
孝
次
京
都
市
西
京
図
書

館
長
か
ら
監
査
報
告
と
講
評
を
い
た
だ
き
、

会
務
報
告

・
決
算
報
告
と
も
に
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
、
役
員
改
選
に
伴
い
、
会
則
第
八

条
に
よ
り
、
村
上
康
夫
前
会
長
（
向
日
市

立
図
書
館
長
。

七
月

一
日
異
動
に
よ
り
、

現
在
は
山
本
栄

二
館
長
）
、
林
芳
男
前
理

事
（
井
手
町
図
書
館
長
）
を
新
た
な
監
事

と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
規
約
に
も
と
づ
き
、

梶
村
健

二
京
都
市
中
央
図
書
館
長
、
大
槻

明
司
京
都
府
立
総
合
資
料
館
長

（
六
月
一

日
異
動
に
よ
り
、
現
在
は
吉
池

一
郎
館
長
）
、

中
里
隆
憲
京
都
府
立
図
書
館
長
の

三
氏
を

顧
問
と
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
、
平
成
十
四
年

度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
予
算
（
案
）
が
提

起
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
協
議
と
採
決
を
行
い
、
全
議
案

の
承
認
を
確
認
し
、
総
会
が
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

◇

会

務

報

告

会
務
報
告
で
は
、
ま
ず
、
図
書
館
を
め

ぐ
る
動
き
と
し
て
、
京
都
府
立
図
書
館
な

＿ 
ど
の
新
館
開
館
状
況
、

K
ー
L
i
b
n
e

t
の
稼
動
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
各
専
門
委
員
会
の
活
動
と
し
て
、

研
修
研
究
委
員
会
は
三
回
の
実
務
研
修
会
、

相
互
協
力
委
員
会
か
ら
は
府
立
へ
の

リ
ク

エ
ス

ト
条
件
の

一
部
改
正
、
さ
ら
に
広
報

委
員
会
か
ら
は

三
号
の
会
報
発
行
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
ひ
と

つ
の
専
門
委
員
会
で

あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
特
別
委
員
会
に

つ
い
て
は
、
理
事
会
に
お
い
て
そ
の
発
展

的
解
消
が
確
認
さ
れ
、
今
後
は
そ
の
役
割

を
相
互
協
力
委
員
会
へ
移
行
し

て
い
く
こ

と
も
併
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
第
十
回
京
都
図
書
館
大
会
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◇

事

業

計

画

事
業
計
画
と
し
て
は
、
例
年
と
同
様
、

総
会

・
理
事
会
の
開
催
、
実
務
研
修
会

・

相
互
協
力
担
当
者
会
議
の
開
催
、
会
報
の

発
行
、
京
都
図
書
館
大
会
へ
の
参
加
、
職

員
表
彰
な
ど
の
ほ
か
に
、
K
ー
L
i
b
n

e
t
の
円
滑
な
運
営
と
未
加
盟
館
へ
の
さ

ら
な
る
働
き
か
け
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
京
図
連
協
と
し
て
申
請
し
た

「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
」
の
承
認
に
伴
い
、

こ
の
事
業
を
本
年
の
実
務
研
修
会
に
あ
て

て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
、

正
式
な
承
認
後

に
は
、

一
部
予
算
の
組
み
換
え
が
必
要
な

た
め
、
理
事
会
へ
の
報
告

・
承
認
の
の
ち
、

◇
表
彰
者
＿
覧

表 彰 式

仲
田
義
明
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

上
田
ま
ゆ
み
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

延
末

裕

子

（

京

都
市
中
央
図
書
館
）

丸
田
美
紀
子
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

山
口
由
美
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

岩

橋

綾

子

（

京
都
市
岩
倉
図
書
館
）

野
村
牧
男
（
京
都
市
下
京
図
書
館
）

高

橋

悦

子

（

京
都
市
下
京
図
書
館）

波
多
野
令
子
（
京
都
市
吉
祥
院
図
書
館
）

西
出
知
子
（
京
都
市
久
世
ふ
れ
あ
い

セ
ソ
タ
ー
図
書
館）

嶋
田
ゆ
み
（
宇
治
市
中
央
図
書
館）

池
田
員
知
子
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

武

雄

暢

子

（

京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

丹
生
め
ぐ
み
（
京
都
府
立
図
書
館
）

加
盟
館
へ
報
告
す
る
こ
と
も
併
せ

て
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
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京
図
連
協
の
平
成
十
四
年
度
定
期
総
会

で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
安
江
明

夫
館
長
の
講
浪
を
頂
き
ま
し
た
。

長
時
間
に
渡
り
、
国
立
国
会
図
書
館
関

西
館
の
役
割
、
施
設
の
概
要
、
事
業
内
容

等
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
、
今
秋
十

月
七
日
に
開
館
さ
れ
る
関
西
館
へ
の
期
待

が
大
き
く
膨
ら
み
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
事
務
局
に
お
い
て
関
西
館
に

つ
い
て
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
、
京
図
連
協
と
し
て
も
、
図
書
館

や
読
書
施
設
の
利
用
者
の
方
た
ち
に
関
西

館
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る

一
方
、
私
た

ち
自
身
も
蔵
書
や
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て

い
き
、
関
西
館
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

関
西
館
は
、
東
京
本
館
と
と
も
に
「
中

央
の
図
書
館
」
を
構
成
し
、
支
部
図
書
館

（
国
際
子
ど
も
図
書
館
、
支
部
東
洋
文
庫
、

行
政
・
司
法
の
各
部
門
に
置
か
れ
た

二
十

七
の
支
部
図
書
館
）

を
併
せ
て
、

国
立
国

会
図
書
館
を
構
成
し
ま
す
。

関
西
館
は
、

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
の

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
中
心
地

「
精

華

・
西
木
津
地
区
」
に
あ
り
ま
す
。
最
寄

り
の
ア
ク
セ
ス
は
、
近
鉄
京
都
線
新
祝
園

駅、

J

R
学
研
都
市
線
祝
園
駅
か
ら
バ
ス

を
利
用
し
、
（
駅
か
ら
約
十
分
）
「
け
い
は
ん

な
プ
ラ
ザ
」
バ
ス
停
下
車
し
て
す
ぐ
で
す
。

建
物
は
、
地
上
四
階
、
地
下
四
階
で
、

延
べ
床
面
積
は
約
六
万
平
方
米
、
収
蔵
能

力
は
約
六
百
万
冊
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
「
第

一
期
」
で
あ
り
、
最
終
的
な

全
体
計
画
は
、
延
べ
床
面
積
約
十
六
万
五

千
平
方
米
、
収
蔵
能
力
約
二
千
万
冊
と
な
っ

て
い
ま
す
。

周
囲
の
環
境
に
調
和
し
、
光
を
多
く
取

り
込
む
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関
西
館
長
の
下
に
「
総
務
課
」
と
、
文

〈
関
西
館
の
組
織
と
主
な
機
能
＞

〈
関
西
館
施
設
の
概
要
＞

〈
関
西
館
の
位
置
づ
け
＞

定
期
総
会
で
の
講
演
を
受
け
て

•
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス

利
用
資
格
は
満
十
八
歳
以
上
で
す
。

開
館
日
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

の
週
六
日
間
、
開
館
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
ま
た
、

I
C
カ
ー

ド
を
使
う
こ
と
に
よ
り、

利
用
手
続
き
が

簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

地
下

一
階
に
座
席
数
三
百
五
十
の
大
規

模
な
開
架
閲
覧
室
が
設
け
ら
れ
、
大
き
く

総
合
閲
覧
室
と
ア
ジ
ア
情
報
室
の
二
つ
に

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
閲
覧
席
に
パ
ソ
コ
ソ
端
末

が
置
か
れ
、
そ
こ
か
ら
資
料
の
検
索

・
書

庫
内
資
料
の
請
求

・
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
東
京
本
館
の
所
蔵
資
料
の
取
寄

せ
サ
ー
ビ
ス
や
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
込
ん

で
資
料
を
取
り
お
く
資
料
閲
覧
予
約
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

所
蔵
資
料
は
、
館
内
で
利
用
さ
れ
る
参

〈
関
西
館
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
〉

献
提
供
課
・
ア
ジ
ア
情
報
課
・
収
集
整
理

課
か
ら
な
る

「
資
料
部
」
、
図
書
館
協
力

課
・
電
子
図
書
館
課
か
ら
な
る
「
事
業
部
」

が
置
か
れ
ま
す
。

関
西
館
で
は
、
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ

ス
、

館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ジ
ア
情
報
サ
ー

ビ
ス
、
総
合
目
録
の
作
成
と
提
供
、
障
害

者
図
書
館
協
力
事
業
、
図
書
館
情
報
学
研

究
と
図
書
館
員
研
修
、
電
子
図
書
館
コ
ソ

テ
ソ
ツ
の
構
築
と
提
供
を
主
な
機
能
と
し

て
い
ま
す
。

考
図
書

・
基
本
図
書

・
目
録
以
外
で
は
、

多
く
の
外
国
雑
誌
、
ま
た
、
科
学
技
術
関

係
資
料
、
博
士
論
文
、
文
部
省
科
研
費
報

告
書
、
ア
ジ
ア
諸
言
語
資
料
の
ほ
と
ん
ど

が
関
西
館
に
来
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

•
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス

国
立
国
会
図
書
館
の
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ

ス
は
、
主
に
関
西
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
開
館

を
め
ど
に
公
開
さ
れ
る

「
雑
誌
記
事
索
引
」

（
約
五
百
万
件
）
を
検
索
し
、
そ
の
画
面

か
ら
雑
誌
記
事

・
論
文
等
の
複
写
依
頼
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
コ
ピ
ー
は
郵

送
で
指
定
の
場
所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
で
の
申
込
み
に
よ
る
複
写

サ
ー
ビ
ス
や
、
図
書
館
経
由
の
申
込
み
に

よ
る
図
書
館
間
貸
出
や
複
写
サ
ー
ビ
ス
も

関
西
館
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

〈
関
西
館
の
図
書
館
協
力
事
業
〉

関
西
館
で
は
、
東
京
本
館
と
連
携
し
な

が
ら
、

主
に
次
の
よ
う
な
図
書
館
協
力
事

業
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
国
立
国
会
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
運
営
し
、
全
国
的
な
図
書
の
相
互

貸
借
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
点
字

図
書

・
録
音
図
書
全
国
総
合
目
録
」
の
作

成
・
提
供
と
、
視
覚
障
害
者
の
図
書
館
資

料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
図
書
館
情
報
学
の
調
査
研
究

や
研
修
交
流
も
関
西
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
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「
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
と
京
都
の
図
書
館
と
の
連
携
」
を
テ
ー
マ
に

第
十
回
京
都
図
書
館
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

と

き

二
平
成
十
四
年
九
月
十
一
日
（
水
）

午
前
十
時
二
十
分
し
午
後
0
時
三
十
分

と
こ
ろ
[
回
志
社
大
学
云
こ
山
川
校
舎
）

明
徳
館

M

1

内
容
」
「
関
西
館
の
機
能
と
役
割
」

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
事
業
部
図
書

館

協

力

課

長

児

玉

史

子

氏

（
他
に
、
府
内
図
書
館
か
ら
の
報
告
）

I
T
技
術
の
進
歩
を
背
景
に
、
館
種
を

問
わ
ず
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
図
書
館
ネ

ッ

ト
ワ
ー

ク
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、
総

合
的
な
学
習
の
本
格
実
施
に
伴
い
、
図
書

館
が
学
校
教
育
の
中
に
大
き
な
比
重
を
占

め
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
秋
、
国

立
国
会
図
書
館
関
西
館
が
、
府
南
部
に
開

館
し
、

I
T
技
術
を
駆
使
し
た
図
書
館
と

し
て
、

各
図
書
館
の
連
携
の
中
核
を
担
う

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
西
館
へ

の
期
待
と
要
望
を
込
め
て
、
ど
し
ど
し
御

参
加
く
だ
さ
い
。
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い
ま
す
。
総
合
目
録
の
デ
ー
タ
件
数
は
、

同
じ
く
七
月
末
現
在
で
、
約
二
百
八
十
万

件
（
所
蔵
単
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
さ
ら
に
、
あ
み
の
図
書
館
、
相
楽
四

町
な
ど
の

A
タ
イ
プ
移
行
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
弥
栄
町
も
間
も
な
く

B
タ

イ
プ
参
加
を
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。さ
て
、
こ
れ
ま
で
K
I
L
i
b
n
e
t

に
よ
せ
ら
れ
た
御
要
望
を
受
け
、
八
月

一

日
よ
り
、
新
た
に

「
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
」

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
電
子
メ
ー
ル
と
同
様
の
機
能
で
、

相
手
館
を
指
定
し
（
ま
た
は
全
参
加
館
に
）
、

5
0
0
文
字
ま
で
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
添
付
フ
ァ

イ
ル
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）
。

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
方
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、

詳
し
い
運
用
に
つ

い
て
は
、
九
月

開
催
予
定
の
相
互
協
力
委
員
会
で
検
討
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
は
試
行
も
含
め
、
適
宜
、
お
使
い

く
だ
さ
い
。

ま
た
、

A
タ
イ
プ
館
に
つ
い
て
は
、

W

A
N
T
E
D
関
係
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を、

「
受
け
取
る

・
受
け
取
ら
な
い
」
の
選
択

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
設
定
は

府
立
図
書
館
で
行
い
ま
す
の
で
、
御
希
望

の
館
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、0ヽ
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

限
り
み
な
さ
ま
の
御
要
望
に
お
応
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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◎
相
互
協
力
委
員
会

一
ロ
一
改
十
三
年
・
一
ハ
月
か
ら
稼
動
し
た

K
ー

L
i
b
n
e
t
ら
頂
次
参
加
館
が
増
加
し
、

あ
と
五
市
町
を
残
す
の
み
と
な
り
、
ほ
匠

府
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
操
作
に
も
習
熟
し

て
い
た
だ
き
、
順
調
な
運
用
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
府
内
の
相
互
貸
借
の
や
り

取
り
は
、

K
ー
L
i
b
w
a
n
t
e
d
が

主
流
と
な
り
、
迅
速
な
対
応
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
八
月

一
日
か
ら
は
昨
年
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
で
要
望
の
あ
っ
た
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
付
加
し
ま
し
た
。
こ
の
メ

ッ

セ
ー
ジ
機
能
は
館
間
の
連
絡
、
お
知
ら
せ

等
、
ネ
ッ
ト
内
の
電
子
メ
ー
ル
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
K
ー
L
i

b
n
e
t
上
で
、
相
互
貸
借
に
係
る
検
索
、

貸
借
依
頼
、
連
絡
等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

十
四
年
度
の
相
互
協
力
委
員
会
は
遅
く

な
り
ま
し
た
が
、
九
月
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
そ
こ

で
は
新
た
に
付
加
さ
れ

た
「
メ

ッ
セ
ー
ジ
機
能
」
等
の
運
用
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
御

意
見
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
委
員
会

◎
研
修
研
究
委
員
会

平
成
十
四
年
度
第

一
回
目
の
研
修
研
究

委
員
会
を
七
月
三
日
に
、
府
立
図
書
館
で

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
委
員
十
五
名
全
員
が

出
席
し
、
本
年
度
は
「
子
ど
も
読
書
活
動

指
導
者
研
修
」
を
研
修
研
究
委
員
会
の
実

務
研
修
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。（
下
段
参
照
）

な
に
ぶ
ん
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
の

で
、
加
盟
館
の
皆
様
の
御
支
援

・
御
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◎
広
報
委
員
会

平
成
十
四
年
度
第
一
回
広
報
委
員
会
を

七
月
十
九
日
に
府
立
図
書
館
で
開
催
し
、

今
年
度
の
発
行
計
画
・
会
報
五
十
八
号
の

編
集
方
針
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
会
報
発
行
は
年
三
回
と
し
、

•

第
五
十
八
号
八
月
十
五
日

•

第
五
十
九
号
十

一
月
十
五
日
（
予
定
）

•

第
六
十
号

三
月
十
五
日
（
予
定
）

と
決
定
し
ま
し
た
。

例
年
、
年
明
け
の

一
月
十
五
日
に
発
行

し
て
い
た
号
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
、
国

立
国
会
図
書
館
関
西
館
の
開
館
等
い
ろ
い

ろ
な
動
き
が
こ
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を

お
届
け
す
べ
く
、
十

一
月
に
発
行
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ュ
ー
ス

口
中
央
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
十
五
年
一
月
二
十
九
日
（
水
）

ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
（
京
都
府
立
総
合
社

会
福
祉
会
館
）

／
京
都
市

口
指
導
者
研
修
会

一一一一一一一一一

本
年
度
、
京
図
連
協
で
は
「
独
立
行
政

一
法
人
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

一一ー
ソ
タ
ー
」
の
実
施
す
る
「
子
ど
も
ゆ
め
甚

一一
金
助
成
事
業
」
の
認
定
を
受
け
、
「
子
ど

一ー
も
と
読
書
を
考
え
る
中
央
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

—
を

一
会
場
で

、

「
子
ど
も
読
書
活
動

指
導

一一
者
研
修
会」

を
三
会
場
で
実
施
い
た
し
ま

一ー
す
。

一

具
体
的
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
後

一一一
策
定
し
て
い
き
ま
す
が
、
日
程
と
会
場
に

一
っ
い
て
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ー
ま
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
①

南

部

会

場

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
（
水
）

文
化
パ
ル
ク
城
陽
／
城
陽
市

②

北

部

会

場

平
成
十
四
年
十
二
月
四
日

（水）

宮
津
市
中
央
公
民
館
／
宮
津
市

③

中

部

会

場

平
成
十
四
年
十
二
月
六
日
（
金
）

ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
／
亀
岡
市

研年

修度

計の

平
成
十
四
年
九
月
十
＿
日
（
水
）

京
都
図
書
館
大
会
（

同
志
社
大
学
）

平
成
十
四
年
九
月
十
九
日
（
木
）

i
二
十
日
（
金
）

全
国
公
共
図
書
館
整
理
部
門
研
究
集
会

（秋
田
市
）

平
成
十
四
年
十
月
三
日
（
木
）

i
四
日
（
金
）

全
国
公
共
図
書
館
参
考
事
務
研
究
集
会

（
三
重
県
津
市
）

平
成
十
四
年
十
月
十
七
日
（
木
）

し
十
八
日
（
金
）

全
国
公
共
図
書
館
奉
仕
部
門
研
究
集
会

（
さ
い
た
ま
市
）

平
成
十
四
年
十
月
二
十
三
日
（
水
）

i
二
十
五
日
（
金
）

第
八
十
八
回
全
国
図
書
館
大
会

（
群
馬
県
前
橋
市
）

平
成
十
四
年
十
一
月
十
四
日
（
木
）

i
十
五
日
（
金
）

第
三
十

一
回
児
童
に
対
す
る
図
書
館

奉
仕
全
国
研
究
集
会
（
熊
本
市
）

平
成
十
五
年
一
月
十
六
日
（
木
）

近
畿
公
共
図
書
館
研
究
集
会（和
歌
山
県
）

平
成
十
五
年
二
月
四
日
（
火
）

し
七
日
（
金
）

文
部
科
学
省
近
畿
地
区
図
書
館
職
員

研
修

（
大
阪
府
）



(6) 

〈
会
長
＞

山

本

徳

善
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

A

副
会
長
＞

田
川
幸
男
（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

〈
理
事
＞

小
林
壬
生
男（京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

佐
藤
信
夫
（
京
都
府
立
図
書
館
）

溝
畑
俊
樹
（
舞
鶴
市
立
東
図
書
館
）

早

野

潔（
京
都
市
久
我
の
も
り
図
書
館
）

中
村
浩
司
（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

中

村

和

男（
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館
）

澤
田
種
治
（
精
華
町
立
図
書
館
）

人

魯

享
（
京
北
町
文
化
セ
ソ
タ
ー
図
書
室
）

池
田

幸
恵
（
宮
津
市
立
図
書
館
）

糸
井
雅
代
（
峰
山
町
立
図
書
館
）

A

監

事

＞

山

本

栄

二

（
向
日
市
立
図
書
館
）

林
芳
男
（
井
手
町
立
図
書
館
）

〈
顧
問
＞

中
里
隆
憲
（
京
都
府
立
図
書
館
）

吉
池
一
郎
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

梶

村

健

二

（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

事
務
局
（
京
都
府
立
図
書
館
）

佐
々
木
治
（
事
務
局
長
）

平
成
十
四
・
十
五
年
度

l
ふ

※
が

~
 

•• 
．．
 

◎
研
修
研
修
委
員
会

〈
委
員
長
＞

小
林
壬
生
男（京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

A

委

員

＞

岡
本
三
容
子
（
向
日
市
立
図
書
館
）

橘

一
良
（
城
陽
市
立
図
書
館
）

梶
原
哲
郎
（
久
御
山
町
立
図
書
館
）

石

川

祥

子（
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館
）

森
田
真
代
（
木
津
町
中
央
図
書
館
）

河
西
聖
子
（
精
華
町
立
図
書
館
）

中
川
環
（
山
城
町
立
図
書
館
）

野
々
口
泰
人

（
園
部
町
立
園
部
中
央
図
書
館
）

河
田
美
奈
子
（
舞
鶴
市
立
西
図
書
館
）

瀬
戸
真
由
美
（
岩
滝
町
立
図
書
館
）

藤
原
恵
美
子
（
峰
山
町
立
図
書
館
）

木

下

義

高（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

北
邑
靖
史
（
京
都
府
立
図
書
館
）

田

尻

彰

（
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館
）

秋

山

友

里
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

川
崎

浩
司
（
事
務
局
員
）

島
村
聡
明
（
事
務
局
員
）

A

委
員
長
＞

佐
藤
信
夫
（
京
都
府
立
図
書
館）

〈
委

員

〉

五
十
棲
千
景
（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

高
橋
紀
子
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）

奥
山

一
紀
（
宇
治
田
原
町
立
図
書
館
）

森
井
里
美
（
加
茂
町
立
図
書
館
）

山
本

美
幸
（
亀
岡
市
立
図
書
館）

生
駒
彩
子
（
綾
部
市
図
書
館
）

永
本
洋

一
郎
（
福
知
山
市
立
図
書
館
）

松

岡

豊

美
（
あ
み
の
図
書
館
）

上
田
ま
ゆ
み
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

河
原
茂
記
（
京
邸
府
立
図
書
館）

合

田

淳

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

◎
広
報
委
員
会

〈
委
員
長
＞

溝
畑
俊
樹
（
舞
鶴
市
立
東
図
書
館
）

A

委

員

＞

小

西

健

一

（
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
）

中
坊
文
彦
（
井
手
町
図
書
館
）

戸
田
篤
志
（
京
都
市
北
図
書
館
）

島
村
聡
明
（
京
都
府
立
図
書
館
）

外
野
久
美
子
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

◎
相
互
協
力
委
員
会

京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館

同

北

図

書

館

同

東

山

図

書
館

同

吉

祥

院

図

書

館

同

醍

醐

図

書
館

向
日
市
立
図
書
館

城
陽
市
立
図
書
館

木
津
町
中
央
図
書
館

宮
津
市
立
図
書
館

峰
山
町
立
図
書
館

京
都
府
立
総
合
資
料
館

館
名
変
更

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

小
林
壬
生
男

山

崎

健

蔵

中
渡
瀕
允
浩

植

松

迪

夫

笹

井

幸

雄

山

本

栄

二

田

中

芳

子

福

井

末

蔵

池

田

幸

恵

糸

井

雅

代

吉

池

一

郎

亀
岡
市
立
図
書
館

↓
亀
岡
市
立
図
書
館
中
央
館

編

集

子

新
し
い
体
制
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

広
報
委
員
会
の
初
会
合
が
先
日
開
か

れ
ま
し
た
。

メ
ソ
バ
ー
総
勢
六
名
、

全
員
が
初
体
験
で
す
。

今
は
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
よ

う
な
状
態
で
す
が
、
こ
の
会
報
が
、

い
ろ
ん
な
情
報
交
換
の
場
と
し
て
皆

さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
え
る
、

そ
ん
な
存
在
に
な
る
よ
う
、
委
員
一

同
精

一
杯
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


